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28．人文・社会科学データの計量的テキスト分析と活用 

松本 章代☆　片瀬 一男

　「データ分析」と聞くと真っ先に数値計算を思い浮かべる人も多いと思いますが、本研究グ
ループでは「データ分析」の中でも特に「テキスト分析」を扱います。数値だけでなく文字情報
を分析することによって、分析の幅が格段に広がります。大量のテキストデータから、「隠れた」
情報や特徴・傾向・相関関係などを探し出し、新たな知見を得ることを目指します。
　人間科学科と情報科学科の学科横断グループですので、そのメリットを活かし学際的な研究を
目指していきたいと考えています。
　片瀬は、教育社会学を専門とし、教育行政や教科書・人間形成にかかわる文書データの内容分
析を担当し、その教育文書の背後にあるイデオロギーを明らかにしたり、人間形成に関連する要
因を社会学の見地から明らかにします。
　松本は、主に「情報システムの利用者が入力した文章」を扱い、その内容を分析した結果を活
用することを目指します。
　主な研究テーマとしては、次のようなものがあります。
　　⑴　中教審答申など教育政策に関する行政文書の構造分析（片瀬）
　　⑵　中学・高校の国語・社会科の教科書の分析（片瀬）
　　⑶　同窓会誌の記事の内容分析（片瀬）
　　⑷　人間の成長を描いた小説（Bildungsroman）の内容分析（片瀬）
　　⑸　外国語会話訓練システムの学習データに基づく学習者の発話レベルの判定（松本）
　　⑹　テキスト解析による商品レビューの信用度分析（松本）
　　⑺　適切なルーブリックの文言を書くための支援システム（松本）
　　⑻　Twitterにおける反モラル的な投稿の分析（松本）
　これ以外にも、学生と相談のうえ、興味ある問題について研究したいと考えています。

推奨論文
「魂の教育：看護教育雑誌の『隠れたカリオキュラム』」（秋山朋香、２０１０年度）
「ポスト近代社会において若者に求められる〈能力〉：
 内閣府『人間力戦略研究会報告書』の内容分析」（鈴木光、２０１６年度）
「外国語会話訓練システムにおける学習者の発話レベル判定の検討」（阿部未萌里、２０１７年度）
「『ルーブリックバンク』における適切なルーブリックを作るための支援機能の追加」
 （鎌田湧暉、2018年度）



○各学科の取得できる資格について

文学部（総合人文学科および歴史
学科2011年度以降入学生、教育学
科2018年度以降入学生）、経済学部
（2009年度以降入学生）、経営学部、
法学部、教養学部（人間科学科のみ
2011年度以降入学生）、工学部（2017
年度以降入学生）対象
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総 合 人 文 学 科 ● ● ● ● ● ●
歴 史 学 科 ● ● ● ● ● ●
教 育 学 科 ● ● ● ● ●

経済学部 経 済 学 科 ● ● ●
共生社会経済学科 ● ●

経営学部 経 営 学 科 ● ● ●
法 学 部 法 律 学 科 ● ● ●

工 学 部

※2

機械知能工学科 ●
電気電子工学科 ● ●
環境建設工学科 ● ●
情報基盤工学科 ● ●

教養学部

人 間 科 学 科 ● ● ● ● ● ● ● 教
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言 語 文 化 学 科 ● ● ● ●
情 報 科 学 科 ● ● ● ● ●
地 域 構 想 学 科 ● ● ● ● ●

　●が取得可能な資格になります。
　※１　�教育学科以外での小学校教育職員免許状取得については、課程を受講するための条件があります。「教職課程」の「Ⅹ�その他」欄

を参照してください。
　※２　�工学部の各学科では、測量士、技術士、電気主任技術者各資格、二級建築士など、数多くの技術資格の受験資格（実務経験の条件

のある資格含む）を得ることができます。詳しくは工学部の大学要覧を参照してください。

○各資格の記載等（「大学要覧」と「履修科目登録要項」を熟読することが大切です）
１．教職課程（大学要覧：文学部、経済学部、経営学部、法学部、工学部、教養学部）

①2009年４月開始の免許更新制により、教育職員の職に就かない場合は10年で免許が失効します。
②�「教職等に関する科目」「教育職員免許状の教科に関する科目」は学科や入学年度によって卒業必要単位に含まれるかどうかが異
なりますので、ご注意ください。（それぞれの学科課程表の備考欄に記されています）

２．学芸員（大学要覧：文学部）
３．図書館司書・学校図書館司書教諭課程（大学要覧：文学部）
４．社会教育主事課程（大学要覧：文学部、教養学部）
５．日本語教員養成課程・社会調査士・認定心理士・公認心理師（大学要覧：教養学部）
６．その他�

①資格関係の掲示は、資格専用の掲示板でお知らせします。各学部用には掲示されませんので注意してください。
②資格取得には、実習費など別途経費がかかります。（自己負担）
③各オリエンテーション・ガイダンス、教育実習事前指導及び事後指導は必ず出席しなければいけません。
④実習がある場合は、それぞれ実習するための履修条件がありますので注意してください。
⑤麻疹（はしか）対策
　指定された時期に抗体検査を受け、検査結果の結果書類のコピーを実習１ヶ月前までに、各所属キャンパスの教務課または学務係
に必ず提出してください。なお、抗体検査によって免疫が確認できない場合は、保護者並びに医療機関と相談し、はしかの予防接種
を受けた上で、受けたことを確認できる書類を提出してください。
　【提出が必要な実習：教育実習、介護体験実習、博物館実習Ⅲ（館園実習）、社会教育実習、日本語教育実習】
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